
Linux Academy / Linux BASIC キャッチアップ　ドリル

課題LB-001：相対パスと絶対パス相対パスと絶対パスパスと絶対パスと絶対パス絶対パスと絶対パスパスと絶対パス
【課題】

一般ユーザーとして演習を行ってください。ユーザーと絶対パスして演習を行ってください。演習を行ってください。を行ってください。行ってください。って演習を行ってください。ください。

1. ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でへ順に移動し、各ディレクトリ内で順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でし、各ディレクトリ内で各ディレクトリ内でディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内ででlsコマンドを実行を行ってください。実行ってください。

します。ただし、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内で先ディレクトリの指定に絶対パスを使ってはいけません。ディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で指定に絶対パスを使ってはいけません。に移動し、各ディレクトリ内で絶対パスと絶対パスパスと絶対パスを行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。はいけません。

/homehome　　→　　/hometmp　　→　　/homevar/homewww　　→　/homevar　　→　　/homeusr

 　→　　/homeusr/homeshare　　→　　/homeusr/homeshare/homedoc　　→　　/homehome/homestudent

2. /homeetcディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。

3. /homeetc/homehttpd/homeconf/homehttpd.confファイルをを行ってください。catコマンドを実行で閲覧します。ファイルは必ず相対パスで指します。ファイルをは必ず相対パスで指ず相対パスで指相対パスと絶対パスパスと絶対パスで指

定に絶対パスを使ってはいけません。します。

4. /homeetc/homesystemdディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。移動し、各ディレクトリ内で先ディレクトリの指定に絶対パスを使ってはいけません。ディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内では必ず相対パスで指ず相対パスで指相対パスと絶対パスパスと絶対パスで指定に絶対パスを使ってはいけません。します。

5. 先ディレクトリの指定に絶対パスを使ってはいけません。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で httpd.conf ファイルをを行ってください。catコマンドを実行で閲覧します。ファイルは必ず相対パスで指します。ファイルをは必ず相対パスで指ず相対パスで指相対パスと絶対パスパスと絶対パスで指定に絶対パスを使ってはいけません。します。

6. /homebootディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。

7. httpd.confファイルをを行ってください。catコマンドを実行で閲覧します。ファイルは必ず相対パスで指します。ファイルをは必ず相対パスで指ず相対パスで指相対パスと絶対パスパスと絶対パスで指定に絶対パスを使ってはいけません。します。

8. /homeetc/homesystemd ディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。

9. 以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でファイルをを行ってください。catコマンドを実行で閲覧します。ファイルは必ず相対パスで指します。ファイルをは必ず相対パスで指ず相対パスで指相対パスと絶対パスパスと絶対パスで指定に絶対パスを使ってはいけません。します。

/homeetc/homehosts

/homeetc/homeresolv.conf

/homeetc/homensswitch.conf

/homeetc/homesysconfig/homenetwork

【ヒント】

・Linuxベーシック第第2章

・１つ上のディレクトリは「上のディレクトリは「のディレクトリは「ディレク第トリは「..」で指定できます。指定できます。で指定できます。きます。
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課題LB-002：相対パスと絶対パスファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でコピーと絶対パス移動し、各ディレクトリ内で
【課題】

一般ユーザーとして演習を行ってください。ユーザーと絶対パスして演習を行ってください。演習を行ってください。を行ってください。行ってください。って演習を行ってください。ください。

1. /homeetc/homeservicesファイルをを行ってください。ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

2. ~/homeservicesファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で名前をを行ってください。~/homeservice.orgに移動し、各ディレクトリ内で変更します。します。

3. /homeetc/homeinittabファイルをを行ってください。、各ディレクトリ内でinittab.orgと絶対パスいうファイル名でホームディレクトリにコピーします。ファイルを名でホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

4. ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内でに移動し、各ディレクトリ内でtempdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。作成し、その中にし、各ディレクトリ内でそのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で中にに移動し、各ディレクトリ内でsubdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。作成し、その中にしま

す。

5. /homeetc/homessh ディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。、各ディレクトリ内で~/hometempdir/homesubdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

6. ~/homeservice.orgファイルをと絶対パス~/homeinittab.orgファイルをを行ってください。~/hometempdir/homesubdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でしま

す。

7. ~/hometempdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で名前をを行ってください。~/hometestdirに移動し、各ディレクトリ内で変更します。します。

8. ~/hometestdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。/hometmpディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。

9. /hometmp/hometestdirディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。削除します。します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第2章

・~ はホームディレク第トリを意味します。意味します。します。
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課題LB-003：相対パスと絶対パスシスと絶対パステムのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で起動し、各ディレクトリ内でと絶対パス終了
【課題】

1. シスと絶対パステムを行ってください。起動し、各ディレクトリ内でし、各ディレクトリ内でrootユーザーでコンソールをログイン（tty1）します。します。

2. 別の仮想コンソール（のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で仮想コンソール（コンソールを（tty2）します。に移動し、各ディレクトリ内で切り替え、り替え、替え、え、各ディレクトリ内でstudentユーザーでログインします。

3. rootユーザーで3分後にシステムを再起動するコマンドを実行します。に移動し、各ディレクトリ内でシスと絶対パステムを行ってください。再起動し、各ディレクトリ内でするコマンドを実行します。コマンドを実行を行ってください。実行ってください。します。

4. 仮想コンソール（コンソールを（tty2）します。に移動し、各ディレクトリ内で切り替え、り替え、替え、え、各ディレクトリ内で画面上のメッセージを確認します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でメッセージを確認します。を行ってください。確認します。します。

5. 別の仮想コンソール（のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で仮想コンソール（端末（tty3）します。に移動し、各ディレクトリ内で切り替え、り替え、替え、え、各ディレクトリ内でstudentユーザーでログインを行ってください。試みます。ログインできますか？みます。ログインできますか？

6. シスと絶対パステムが再起動するのを待ちます。再起動したら、再起動し、各ディレクトリ内でするコマンドを実行します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。待ちます。再起動したら、ちます。再起動し、各ディレクトリ内でしたら以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で、各ディレクトリ内でtty1に移動し、各ディレクトリ内でrootユーザーで、各ディレクトリ内でtty2に移動し、各ディレクトリ内でstudentユー

ザーでログインし、各ディレクトリ内で「Last Login」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？メッセージを確認します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で日時を確認します。その日時は何時ですか？を行ってください。確認します。します。そのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で日時を確認します。その日時は何時ですか？は何時を確認します。その日時は何時ですか？ですか？

7. シスと絶対パステムを行ってください。終了します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第1章と第第6章
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課題LB-004：相対パスと絶対パスユーザーのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で作成し、その中にと絶対パス削除します。
【課題】

1. rootユーザーでログインします。

2. 以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でユーザーを行ってください。作成し、その中にします。

fred

john

alice

bob

kate

jack

3. ユーザーが再起動するのを待ちます。再起動したら、作成し、その中にされたかどうファイル名でホームディレクトリにコピーします。か、各ディレクトリ内でユーザー情報が格納されたファイルを見て確認します。が再起動するのを待ちます。再起動したら、格納されたファイルを見て確認します。されたファイルをを行ってください。見て確認します。て演習を行ってください。確認します。します。

4. それぞれのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でユーザーに移動し、各ディレクトリ内でパスと絶対パスワードを実行を行ってください。設定に絶対パスを使ってはいけません。します。パスと絶対パスワードを実行は「himitu」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？以外とします。と絶対パスします。

5. rootユーザーでのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で作業を終了し、ログアウトします。を行ってください。終了し、各ディレクトリ内でログアウトします。

6. 先ディレクトリの指定に絶対パスを使ってはいけません。ほど作成し、その中にしたユーザーで、各ディレクトリ内で仮想コンソール（コンソールを1～6に移動し、各ディレクトリ内でログインします。

7. ログイン中にのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でユーザーを行ってください。確認します。します。

8. fredユーザーで、各ディレクトリ内でパスと絶対パスワードを実行を行ってください。「himitu」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？に移動し、各ディレクトリ内で変更します。します。画面上のメッセージを確認します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でメッセージを確認します。を行ってください。よく読みましょう。みましょうファイル名でホームディレクトリにコピーします。。

9. suコマンドを実行を行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。rootユーザーに移動し、各ディレクトリ内でなり替え、、各ディレクトリ内でrootユーザーでfredユーザーのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でパスと絶対パスワードを実行を行ってください。「himitu」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？に移動し、各ディレクトリ内で

変更します。します。

10. fredユーザーに移動し、各ディレクトリ内で戻ります。り替え、ます。

11. fredユーザーを行ってください。ログアウトし、各ディレクトリ内でもうファイル名でホームディレクトリにコピーします。一度ログインして、新しいパスワードが正しく設定されているログインして演習を行ってください。、各ディレクトリ内で新しいパスワードが正しく設定されているしいパスと絶対パスワードを実行が再起動するのを待ちます。再起動したら、正しく設定されているしく設定に絶対パスを使ってはいけません。されて演習を行ってください。いるコマンドを実行します。

か確認します。します。

12. fredユーザーを行ってください。ログアウトします。

13. rootユーザーでログインし、各ディレクトリ内で作成し、その中にしたユーザーを行ってください。すべて演習を行ってください。削除します。します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第3章
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課題LB-005：相対パスと絶対パス所有者と所有グループの設定と絶対パス所有グルをープの設定のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で設定に絶対パスを使ってはいけません。
【課題】

rootユーザーで演習を行ってください。を行ってください。行ってください。います。

1. 一般ユーザーとして演習を行ってください。ユーザーjohn、各ディレクトリ内でbob、各ディレクトリ内でfred、各ディレクトリ内でmegを行ってください。作成し、その中にします。

2. グルをープの設定fedora、各ディレクトリ内でvine、各ディレクトリ内でubuntuを行ってください。作成し、その中にします。

3. /homeetc/homepostfixディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でを行ってください。/hometmp/homeowntestと絶対パスいうファイル名でホームディレクトリにコピーします。ディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で名でコピーします。

4. owntestディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で所有者と所有グループの設定および所有グループを以下のとおり変更します。所有グルをープの設定を行ってください。以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でと絶対パスおり替え、変更します。します。

ファイルを名 所有者と所有グループの設定 所有グルをープの設定

access john root

canonical bob bob

generic fred fedora

header_checks fred vine

main.cf root vine

master.cf meg ubuntu

5. 指定に絶対パスを使ってはいけません。通りに変更されたか、所有者と所有グループを確認します。り替え、に移動し、各ディレクトリ内で変更します。されたか、各ディレクトリ内で所有者と所有グループの設定と絶対パス所有グルをープの設定を行ってください。確認します。します。

6. /hometmp/homeowntestディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でおよび所有グループを以下のとおり変更します。中にに移動し、各ディレクトリ内であるコマンドを実行します。ファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で所有者と所有グループの設定・所有グルをープの設定を行ってください。すべて演習を行ってください。

rootユーザー・rootグルをープの設定に移動し、各ディレクトリ内で変更します。します。

7. 指定に絶対パスを使ってはいけません。通りに変更されたか、所有者と所有グループを確認します。り替え、に移動し、各ディレクトリ内で変更します。されたか、各ディレクトリ内で所有者と所有グループの設定と絶対パス所有グルをープの設定を行ってください。確認します。します。

8. 作成し、その中にしたグルをープの設定と絶対パスユーザーを行ってください。削除します。し、各ディレクトリ内でowntestディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でも削除します。します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第4章
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課題LB-006：相対パスと絶対パスviを行ってください。使ってはいけません。った設定に絶対パスを使ってはいけません。ファイルを編集(1)
【課題】

一般ユーザーとして演習を行ってください。ユーザーで演習を行ってください。を行ってください。行ってください。います。

1. 演習を行ってください。用に、に移動し、各ディレクトリ内で、各ディレクトリ内で/homeetc/homehostsファイルをを行ってください。ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

2. 演習を行ってください。用に、に移動し、各ディレクトリ内で、各ディレクトリ内で/homeetc/homeresolv.confファイルをを行ってください。ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

3. ~/homehostsファイルをに移動し、各ディレクトリ内で以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で行ってください。を行ってください。追加し、保存します。し、各ディレクトリ内で保存します。します。

192.168.0.100            h100.example.com  h100

192.168.0.101            h101.example.com  h101

4. ~/homehostsファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で変更します。を行ってください。catコマンドを実行で確認します。します。

5. ~/homeresolv.confファイルをに移動し、各ディレクトリ内で「nameserver」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？で始まる行があれば、すべて行頭に「まるコマンドを実行します。行ってください。が再起動するのを待ちます。再起動したら、あれば、各ディレクトリ内ですべて演習を行ってください。行ってください。頭に「に移動し、各ディレクトリ内で「#」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？を行ってください。挿入します。します。

6. ~/homeresolv.confファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で先ディレクトリの指定に絶対パスを使ってはいけません。頭に「に移動し、各ディレクトリ内で以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で行ってください。を行ってください。追加し、保存します。します。

search example.net

7. 6.で挿入します。した行ってください。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で、各ディレクトリ内で以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で行ってください。を行ってください。追加し、保存します。します。

nameserver 192.168.0.1

8. 保存します。終了し、各ディレクトリ内で変更します。を行ってください。catコマンドを実行で確認します。します。

9. ~/homeresolv.confファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で2行ってください。目を以下のとおり修正します。を行ってください。以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でと絶対パスおり替え、修正しく設定されているします。

修正しく設定されている前を：相対パスと絶対パスnameserver 192.168.0.1

修正しく設定されている後にシステムを再起動するコマンドを実行します。：相対パスと絶対パスnameserver 172.16.0.1

10. いつ修正したか分かるよう、修正しく設定されているしたか分かるコマンドを実行します。ようファイル名でホームディレクトリにコピーします。、各ディレクトリ内で9. のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で行ってください。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で上のメッセージを確認します。に移動し、各ディレクトリ内で、各ディレクトリ内で以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でようファイル名でホームディレクトリにコピーします。な行ってください。を行ってください。挿入します。します。日付には今日の日付に移動し、各ディレクトリ内では今日のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で日付には今日の日付

を行ってください。、各ディレクトリ内でyournameに移動し、各ディレクトリ内ではあなたのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で名前をを行ってください。書きます。きます。

# 2012/home04/home10 edited by yourname 

11. 保存します。して演習を行ってください。終了します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第5章
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課題LB-007：相対パスと絶対パスジを確認します。ョブの管理のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で管理
【課題】

一般ユーザーとして演習を行ってください。ユーザーで演習を行ってください。を行ってください。行ってください。います。

1. X Window Systemが再起動するのを待ちます。再起動したら、起動し、各ディレクトリ内でして演習を行ってください。いない場合は、起動します。は、各ディレクトリ内で起動し、各ディレクトリ内でします。

2. xclockコマンドを実行を行ってください。バックグラウンドを実行で実行ってください。します。

3. xeyesコマンドを実行を行ってください。バックグラウンドを実行で実行ってください。します。

4. 2つ修正したか分かるよう、めのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でxeyesコマンドを実行を行ってください。フォアグラウンドを実行で実行ってください。します。

5. 2つ修正したか分かるよう、めのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でxeyesを行ってください。一時を確認します。その日時は何時ですか？停止にします。に移動し、各ディレクトリ内でします。

6. 実行ってください。中にのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でジを確認します。ョブの管理を行ってください。確認します。します。

7. xeyesと絶対パスxclockのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でPIDを行ってください。調べます。べます。

8. xeyesプの設定ロセスと絶対パスのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で1つ修正したか分かるよう、に移動し、各ディレクトリ内で対パスと絶対パスして演習を行ってください。SIGSTOPシグナルをを行ってください。送ります。どうなりますか？り替え、ます。どうファイル名でホームディレクトリにコピーします。なり替え、ますか？

9. xeyesプの設定ロセスと絶対パスを行ってください。再開させます。させます。

10. killコマンドを実行を行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。、各ディレクトリ内で実行ってください。中にのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でジを確認します。ョブの管理を行ってください。すべて演習を行ってください。終了させます。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第6章

・xeyes や xclock はパッケージxorg-x11-appsにあります。



Linux Academy / Linux BASIC キャッチアップ　ドリル

課題LB-008：相対パスと絶対パスリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でダイレクトと絶対パスパイプの設定
【課題】

1. ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でに移動し、各ディレクトリ内で移動し、各ディレクトリ内でします。

2. 「ls -l /homeetc」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？コマンドを実行のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で実行ってください。結果を、を行ってください。、各ディレクトリ内でetc.logファイルをに移動し、各ディレクトリ内で保存します。します。

3. etc.logファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内で容を表示します。を行ってください。表示します。します。

4. 「ps aux」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？コマンドを実行のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で実行ってください。結果を、を行ってください。、各ディレクトリ内でps.logファイルをに移動し、各ディレクトリ内で保存します。します。

5. ps.logファイルをのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内で容を表示します。を行ってください。表示します。します。

6. 「ps aux」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？コマンドを実行のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で実行ってください。結果を、を行ってください。、各ディレクトリ内でlessコマンドを実行で表示します。します。

7. 「ls -R ~」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で実行ってください。結果を、を行ってください。画面上のメッセージを確認します。に移動し、各ディレクトリ内で表示します。しつ修正したか分かるよう、つ修正したか分かるよう、、各ディレクトリ内でhome_filesファイルをに移動し、各ディレクトリ内でも保存します。します。

8. catコマンドを実行は、各ディレクトリ内で引数を指定しなければ、標準入力から入力されたデータを標準出力へと出力しますを行ってください。指定に絶対パスを使ってはいけません。しなければ、各ディレクトリ内で標準入します。力から入力されたデータを標準出力へと出力しますから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で入します。力から入力されたデータを標準出力へと出力しますされたデータを標準出力へと出力しますを行ってください。標準出力から入力されたデータを標準出力へと出力しますへ順に移動し、各ディレクトリ内でと絶対パス出力から入力されたデータを標準出力へと出力しますします。

これを行ってください。利用に、し、各ディレクトリ内でcatコマンドを実行を行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。、各ディレクトリ内で/homeetc/homehostsファイルをを行ってください。ホームディレクトリから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内でに移動し、各ディレクトリ内でコピーします。

catコマンドを実行に移動し、各ディレクトリ内で引数を指定しなければ、標準入力から入力されたデータを標準出力へと出力しますを行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。はいけません。

(cat /homeetc/homehosts を行ってください。使ってはいけません。って演習を行ってください。はいけません)

【ヒント】

・Linuxベーシック第第7章



Linux Academy / Linux BASIC キャッチアップ　ドリル

課題LB-009：相対パスと絶対パスパッケージを確認します。管理（1）します。
【課題】

rootユーザーで演習を行ってください。を行ってください。行ってください。います。

1. インスと絶対パストールをされて演習を行ってください。いるコマンドを実行します。RPMパッケージを確認します。リから以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でスと絶対パストを行ってください。すべて演習を行ってください。表示します。します。

2. インスと絶対パストールをされて演習を行ってください。いるコマンドを実行します。RPMパッケージを確認します。数を指定しなければ、標準入力から入力されたデータを標準出力へと出力しますを行ってください。確認します。します。

3. coreutilsパッケージを確認します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でバージを確認します。ョンを行ってください。調べます。べます。

4. /homeetc/homeinittabファイルをは何と絶対パスいうファイル名でホームディレクトリにコピーします。RPMパッケージを確認します。から以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でインスと絶対パストールをされたのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でか調べます。べます。

5. treeパッケージを確認します。を行ってください。インスと絶対パストールをします。

6. treeパッケージを確認します。が再起動するのを待ちます。再起動したら、何なのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でか、各ディレクトリ内で情報が格納されたファイルを見て確認します。を行ってください。確認します。します。

7. treeパッケージを確認します。から以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でインスと絶対パストールをされたファイルをを行ってください。確認します。します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第8章

・wc -lで指定できます。行数を表示できます。を意味します。表示できます。で指定できます。きます。
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課題LB-010：相対パスと絶対パスネットワーク管理
【課題】

rootユーザーで演習を行ってください。を行ってください。行ってください。います。

1. 現在の のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で IP アドを実行レスと絶対パスのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で設定に絶対パスを使ってはいけません。を行ってください。確認します。します。

2. 現在の のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でネームサーバーのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でIPアドを実行レスと絶対パスを行ってください。確認します。します。

3. 現在の のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でデフォルをトゲートウェイを行ってください。確認します。します。

4. 以下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で内で容を表示します。でネットワーク設定に絶対パスを使ってはいけません。を行ってください。変更します。します（後にシステムを再起動するコマンドを実行します。で元に戻せるよう、既存の設定内容は行頭に「に移動し、各ディレクトリ内で戻ります。せるコマンドを実行します。ようファイル名でホームディレクトリにコピーします。、各ディレクトリ内で既存します。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で設定に絶対パスを使ってはいけません。内で容を表示します。は行ってください。頭に「に移動し、各ディレクトリ内で「#」メッセージの日時を確認します。その日時は何時ですか？

を行ってください。つ修正したか分かるよう、けて演習を行ってください。、各ディレクトリ内でコメントアウトして演習を行ってください。おきます。また修正しく設定されている箇所を行ってください。メモっておくとよいでしょう）。って演習を行ってください。おくと絶対パスよいでしょうファイル名でホームディレクトリにコピーします。）します。。

・ＩＰアドレスとネットマスクアドを実行レスと絶対パスと絶対パスネットマスと絶対パスク 172.16.0.0/home16 など講師の指示に従って下さい。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で指示します。に移動し、各ディレクトリ内で従って下さい。って演習を行ってください。下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でさい。

・ホスと絶対パスト名 h001.s123.la.net など講師の指示に従って下さい。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で指示します。に移動し、各ディレクトリ内で従って下さい。って演習を行ってください。ください。

・デフォルをトゲートウェイ 172.16.0.1 など講師の指示に従って下さい。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で指示します。に移動し、各ディレクトリ内で従って下さい。って演習を行ってください。下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でさい。

・ネームサーバー 172.16.0.25 など講師の指示に従って下さい。のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内で指示します。に移動し、各ディレクトリ内で従って下さい。って演習を行ってください。下のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でさい。

5. ping でデフォルをトゲートウェイと絶対パス問題なく通りに変更されたか、所有者と所有グループを確認します。信できる事を確認してください。できるコマンドを実行します。事を確認してください。を行ってください。確認します。して演習を行ってください。ください。

6. www.yahoo.co.jpのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でIPアドを実行レスと絶対パスを行ってください。調べます。べます。

7. 自分自身のホスト名ののディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でホスと絶対パスト名のディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でIPアドを実行レスと絶対パスを行ってください。調べます。べます。

8. インタを標準出力へと出力しますーネットで外とします。部のサイトにアクセスできるかのディレクトリへ順に移動し、各ディレクトリ内でサイトに移動し、各ディレクトリ内でアクセスと絶対パスできるコマンドを実行します。かWebブの管理ラウザで確認します。します。

9. 設定に絶対パスを使ってはいけません。を行ってください。元に戻せるよう、既存の設定内容は行頭に「に移動し、各ディレクトリ内で戻ります。します。

【ヒント】

・Linuxベーシック第第9章

http://www.yahoo.co.jp/
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